



























例え においとは長 と分類される!i:Iは緊 であり、短母王子と分:如、会れるjTn立弛
ことは知られ、持続時間の長短2-:緊張性iこ関連性がみるように交えるハしかし、母長の
長さはコンテクストやストレスの により 、母員二の持続時f1だけをパラメータとして緊
ること:立 では、 (2019乱 J が '~Ì\)ぶした
モラノレを基;二、 がj経j討する緊張母音li:/とり~~緩母音 h/のペア で1jアルタJム
手法についての考訟を行
Z，l先行研究:声道援問とフォルマント濁波数の相関
tHに関す 考え方が Chiba.and Kajiyama 1ヲ41)、や FιHlt(J960)などにより





調音器符の筋肉の緊張と J土、 ()) る際 用さ才しるパラメータ
におL1、て ぴ[手~.5}と緊張性 iこ関係牲があるごとは矢口られるが さはご!
ンヲタストペコストレスの手r無により変化するこ去があるため、緊張性 間行lナ乏Aノミラメー
タ て定量的に表すととは樹 (/) として Prト fortisclippingとし、う
挙;デられ、 の後ろ ぎが綬玉子(fortis)のj会合;ご 間
i高}そ公示すごどはよく知られてし、るn
j品kobtもり1， 1コanta吋 Hallc (1951) i土、 ブ ♂γアオノkザント♂〉
l立子れのl'flしi主討したっ彼らによると、緊張性勾青勺は弛緩性母首よりもブオノL'マントゴJ









角 度 。L とする/1，マント周
。1 は、表 iのように定義できる二わうわlミされている 3 さらに、
て第 1ブ，1/レマント移動の近似関数式の導関数在使用 L〆、式 1)1えてF式 (2)て?表
す数熔ニEデルヰ了示した。第iブオノレγ:/ト移動の変動ぞ 1;欠や 2次、 i高次の多項式を舟し、た:i_fi:似曲
4長十，tの均
f1J 移動及び第 1ブオソレマントjfi]
に数値化及び-~J 慌イヒの緊張性を間り告す亥~ t におLてま三したl:マ、f:
表 1緊張性の時間依存、芦道内の空間形状、第 lブオノレマント移動及び角度 9，
(英語の長母音!i:/と緩母音h人日本務の長母音IiRIの場合)
時間依存 声道内の空間形状 第 1'7オノレマント移動 角度仏
緊張(tcn，巴) 狭窄 下降 〈。
(stable) 変化えとし 変化なL =0 




























Waison and Harrington (19リ守)はつ.r~_)レアシト周波
t:"， Fergu.son and Kewley-Port 
を弐 (3)のように察手、Li土民 1tとおし 、て 171}と Fn" ol-〆en 間 33<l(.J、66S{，にお
時であるc川、urレマントi苅
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イコ崎 (20193)が提示した母音の緊張性ωJ弱腰(第 1ブオルマントJtiJ 。)と持続時間






iHi における f~ 本語母音として選択た心また、





























れるοScll(6015 (男女各から選択ぶれた 3285さj工た 212
れているつ30 :'(7，) 、各 1ti~~J 発 j1'f) 、 Sct 2(12名
-._~!J で d) り、/{つのブオノLマント移動を調査寸る上で使用したのは計 168ì~ ?ー
各4名号i1名計弓1富市街デ、ータ (OJADJ 男ータ(釈明解)、男1名言!の6
日もタ (TMW)
パターンについてはほし L.H，(HH， Lいの 1つで、データ数は 63，65電 40であるc
引はくために、観測対象の母音の持続時間 33%H寺









、るもこのj jp ならば、 l;f~RIj 'C処舟['f るしかないので、規則投発売十るに刀、好者名
る際にも有用である考え方l立、アクセントとの関連性を考慮しながら様々
えられるρ
Efのブホノレマント移動のデータとしては、 C辻mbridgeEnglish Pγonouncing I)ictionary 







1:. r 1戸、ドi;j: HHとLL)(/)もj室長;l:高 I{--J (アクセントパターン HL、









I1 /、!I/がネオム角度。(様斡)と Fl d (ノ〈ヅ




Fl也、 FL，f土庁GJ.~90--59()Hz 付近 してむ、る 際jd 
は 0.34-0.76 シ秒 ていおし第iブメルマン〆ト周 のI(土iビ夜行後を/]'，十fir与lにあ
り、その平均倣は 0.86ラジアンでま〉る 方、母音li:/のれ Fl、1 は存(J280~~350Hz 付近に分布し




(HL)の Fl宮、 Fl :主主な 260~-400Hz 付近に分布している。持








































































角度。t(横軸)~ FJ 国 3，ふ 5Iこ示?の{之、。JAD、OAl行人 TMW0つデータカみ
Jj_.(j)大きさ)J)相d 
HH LLlの 01は河 !04…仏22ラジアン(/)il誌を取り、OJADデータから求めた日
:i 向にあると言え、lenSe 主主のf症を'示寸傾向にあるじ緊張性の時
日号¥:;t0.35'-" 張の傾向にあるち日本語f;jB二iRI(日仁 HH. Uゐ}のと同等またほぞれ以上
同等であるように見える)oり2午~







のe， ~立← O . 79-~り .63 ラジア
いtable)伝子示'0)'場合が多く、
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制 0.50 0.50 
91 [radian] 
TEN5E←T寂持活ENES諮 (TIMEDEPENDENCE)→しAX











TENSE十 τENSENESS(TIME D芯P正~NDENCE) 今し，1，X







































































第 lアオルマント周波数の角度 8，を母音の緊張性の指標とすることにより、英語の緊張母音/i:1 
と弛緩母音1I1の緊張性がι分化していることを観測できる可能性があることを石崎 (2019a)は主張し






本語の長母音 「イーJの示す緊張性の指標の評価が定量的に可能であることな確認できた 3 この結
果から、緊張性の指標となる第17オノレマント淘波数の角度。(横軸)と持続的関 33%時点における






















すると考;-i~nr 1 与 J ん r.，.. ~ ノー J、こおける緊張性の定
桁!標どなる第 iブオノレマント周る音声データを使消し、与;:z:，~叫凡J
iブオ;1〆マントjL5j間 330i時点にお
角度、時1 7 . 1-ル γ ント移動)の1・打開;討を提ポしたつ之のよう
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